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【謝辞】日本公衆衛生学会COI開示
演題発表に関連し、発表者らに開示すべき

COI関係にある企業などはありません。

Well-beingがキーワードになっている現代において、これからの時代を
生き担っていく私たち高校生が、通学・勉強・部活動などの日々の活動と
健康の関係性について理解し考えていくことが重要だと考えた。今回若者
の身体活動を維持・改善するために、学校生活におけるさまざまな因子と
活動量指標の一つである歩数との関連を調べることで、将来社会人と
なってからも、日々の生活と仕事を両立しながら自身の健康を維持・改
善していくことができるようにしたいと考え、本研究を実施した。

対象者:札幌市の高校に通学する高校2年生22名
調査方法:対象者にはウェアラブル端末Garmin vivosmart 5（以
下Garmin）の装着を依頼し、2024年5月20日から6月20日の間、
歩数・消費カロリー・心拍数・呼吸数・睡眠時間（浅い・深い・レム・中途
覚醒の合計）および睡眠スコア、心拍変動から推定されるストレスレベル
を計測した。さらに、対象者は調査期間中毎日、高校生活の中で日常
的に課される「課題」の量および時間についても記録した。
統計解析:男女別に歩数、休日かどうか、睡眠時間、課題にかかった時
間、課題の量、考査期間中であるかどうかについて数・割合を算出した。
さらに回帰モデルを用いて、歩数を目的変数、休日かどうか、睡眠時間、

課題にかかった時間、課題の量、考査期間中であるかどうかを説明変数
とした単回帰分析および多変量回帰分析を行い、回帰係数（β）と
95％信頼区間（CI）を算出した。

歩数に与える影響は男性・女性共に考査期間中である場合に統計的
有意に歩数が減少し、女性では睡眠時間が増えると統計的有意に歩数
が減少していた。課題にかかった時間や課題の量については男性・女性と
もに歩数との関連が認められなかった。
本研究を通じて、私たちの身体活動量や睡眠の質が学校生活を含む

様々な因子の影響を受けていることを理解することができた。
また本研究には、人単位ではなく一日単位で分析していることや、課題

の量、課題にかかった時間が自己申告であること、また横断研究であり因
果関係が不明であることなど、いくつかの限界がある。

表１．男女別対象集団の特徴（21名、延べ289日）

女子男子総数

（91日）（198日）（289日）

10126.78096.88736.0歩数, 平均

9.914.613.1休日, %

384.0395.2391.7睡眠時間（分）, 平均

25.326.125.9課題にかかった時間（分）, 平均

12.910.311.1課題の量, 平均

13.211.111.8考査期間中, %

本研究は探究の授業の一環で実施しました。研究に参加してくださった
生徒の皆様に厚く御礼申し上げます。

表２．歩数を目的変数とする単変量及び多変量回帰の結果
多変量単変量

（95%CI）β（95%CI）β

男性

(-1964.2, 1450.6)-256.8(-1721.9, 1534.1)-93.9休日

(-9.6, 4.8)-2.4(-8.9, 5.1)-1.9睡眠時間（分）

(-16.9, 17.9)0.5(-14.4, 7.4)-3.5課題にかかった時間（分）

(-47.6, 23.9)-11.9(-30.9, 13.9)-8.5課題の量

(-3841.0, -119.4)-1980.2(-3619.9, 7.9)-1806.0考査期間中

女性

(-4901.2, 1924.2)-1488.5(-7350.2, -1234.9)-4292.6休日

(-15.8, -55.7)-16.3(-26.5, -9.2)-17.9睡眠時間（分）

(-31.7, 8.0)-11.9(-27.2, 6.1)-10.6課題にかかった時間（分）

(-15.8, 55.7)19.9(-24.0, 37.8)6.9課題の量

(-5435.9, -239.9)-2837.9(-4588.3, 986.9)-1800.7考査期間中

図１．使用したGarminとは

図２．調査風景

調査期間中、適切に活動量計を装着し、かつ「課題」の量、時間に欠
損がない21名、延べ289日分のデータについて解析を実施した。期間中
の平均歩数は男性で8097歩、女性で10127歩、睡眠時間の平均は
それぞれ395分、384分であった。
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探究学習全体、また本日の学会を通じて、研究することの意義
や効果的な方法の模索について深く学ぶことができました。 そ
れだけでなく、人間の営みには様々な研究の余地があること、
また進化の余地があることを肌で感じました。どれも新鮮で面
白かったです。 そして探求活動中において、大学という環境の
実体験を得られたことは非常に有益でした。将来設計に役立て
ていこうと思います。 加えて、文学や倫理学について今日のよ
うな学会または討論会に少し興味が湧きました。



今回の公衆衛生学会で、話を聞く時間は難しい言葉が多く、あ
まり理解できませんでした。ですが、質疑応答の時間で自分た
ちのポスターに興味を持ってくれる人がいるのを見たり、質問
をいっぱいしてくれる人もいたりして、貴重な経験ができたと
思いました。自分たちの時間になる前は結構不安とか緊張とか
あったけど想像してたより上手く説明できたと思います。なに
よりさまざまな人と交流できたのがすごく楽しかったです。



今回初めてこのような学会に参加してみて実際に学会がどのよ
うな雰囲気であるかや、日本の公衆衛生へ理解を深めることが
出来ました。 普段生活している中ではなかなか聞くことの出来
ない貴重なお話を沢山聞くことが出来て良かったです。 実際に
ポスターの前に立って先生方に説明するのはとても緊張しまし
たが、たくさんの人に僕たちの研究結果を話せたことや実際に
誰かのポスター発表を聞きに行くことで、様々な大学の先生な
どとの交流ができていい経験になりました。





公衆衛生学会に参加してみて、普段聞かない医療や哲学の話を
聞いたり、いろんなテーマのポスターを見ることができて、知
識を深めることができて、良い経験ができました。 また、ポス
ター発表をやってみて、自分の言葉で相手に分かってもらうよ
うに説明するのはとても難しいと感じました。今回の経験を生
かして、個人探究の発表などで改善できればいいなと思いまし
た。



自分が思っていたよりも学会の人が多くて最初は緊張していたけれど、
セミナーの内容を聞いているうちに場の雰囲気にも慣れてきて話の中で
わからない部分も多かったけれどいろんな学問の人の話を聞けたことは
良い経験となりました。 ポスターの前に立って実際に話す側に自分がま
わったとき、話す前の不安もなくなって話していれば意外と冷静に話せ
てわからない人に理解してもらえるように話せたと自分では思えたので
様々な大学の教授や院生などと交流ができてとてもよかったです。今日
のことをさらに今年の探究や大学での活動に活かせるように頑張りたい
と思います。今日 1日ありがとうございました。




